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1)量子化ホール抵抗の高精度測定

1990年 1月 1日から､量子化ホール抵抗が抵抗標準 として使用されている｡しかし､国

際度量衡委員会が採用 したRK=ixRH(i)の協定値が持つ不確かさ (標準偏差 la)は0.2ppm

とされている｡

われわれは､Ga血s/AIGaAsヘテロ界面試料及びSi-MOS試料について､A) R..(4)の比較

B) へテロ界面試料の2XRH(2)と4XRH(4)との比較測定を行った｡

その結果 ､Rxを0.1ppmレベルの精度 で定数 とみ なすのには疑問があることが判 っ

た｡l･2)

2)強磁場下の2次元系の局在

Si-NOS試料の o xxと o xyの温度依存性を 15Tの磁場で測定し､これ らの間には相関関係

があること.その関係はランダウ準位指数に依存 し∴ユニヴァーサルではないことが判 っ

た｡ 3)

Si-NOS試料の o xyの電子濃度微分の温度依存性を､15Tの磁場で1.5Kか ら 0.35Eの温

度4)､および 25Tの磁場で0.8Xから 0.05Kの温度で測定 し5)､温度依存のべきがランダウ

準位指数に依存することを確かめた｡
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